加齢にともなう脳萎縮を左右する諸因子について-X線コンピュータ断層装置,超音波血流測定装置,及び133Xe吸入装置による定量的研究- by 松井 博滋
加齢にともなう脳萎縮を左右する諸因子について-X
線コンピュータ断層装置,超音波血流測定装置,及び
133Xe吸入装置による定量的研究-
著者 松井 博滋
号 1000
発行年 1988
URL http://hdl.handle.net/10097/20065
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
研究科専攻
学位論文題目
 県
知高
(
 け
滋
士
号
日
当
科
攻
 5
該
究
専
 2
項
研
系
 0
月
1
学
学
 籍
博
。
第
医
科
 1
0
3
条
院
内
 年
5
学
)
 ・
井
学
3
悌
大
程
 第
6
貝
学
課
口
規
大
士
 ・
博
末
位
北
博
 如
松
医
医
昭
学
東
(
 加齢にともなう脳萎縮を左右する諸因子について
 一X線コンピュータ断層装置,超音波血流測定装
 置,及び133Xe吸入装置による定量的研究一
論文審査委員
 (主査)
教授松沢大樹
教授小暮久也
 一89一
教授佐藤光源
論文内容要旨
 加齢による脳の形態変化として脳の萎縮をとりあげ,また上33Xe吸入法によって測定した局所
 脳血流量と近年開発された超音波頸動脈血流測定法をもちいて測定した総頸動脈血流量を対比し,
 脳の形態的萎縮と脳循環の関連を検討した。
 検査対象になったのは約6年間にめまい,もしくは頭痛等を訴えたが,神経学的検査,頭部X
 線CT検査で異常を認めなかった者である。X線CTにより脳萎縮の指標である脳充実度を測定
 した者は403人,局所脳血流量を計測した者は305人,総頸動脈血流量の測定をおこなった者は
 220人であった。脳充実度はX線CTにより測定したCT値より頭蓋腔容積と脳実質容積を計算
 して,求めた。局所脳血流量は上33Xe放射性ガスをもちいて測定したF1値,ISI値より求めた。
 総頸動脈血流量は超音波頸動脈血流測定装置QFM-1000を使用して求めた。
 結果,脳充実度は加齢と共に低下し,相関係数は一〇.678(p〈0・001)であった。特に脳充実
 度は40歳台以後有意に低下し,標準偏差も有意に増大した。また総頸動脈血流量も加齢と共に低
 下した。相関係数は一〇,332(p〈0.001)で負の相関がみられた。局所脳血流量の指標である
 ISI値とF1値も加齢と共に低下した。ISI値と年齢の相関係数は一〇・164(p・〈0.005)で負の
 相関がみられた。またF1値と年齢との相関係数も一〇.242(p<0.001)で負の関係がみられた。
 特に総頸動脈血流量は脳充実度が低下する50歳代より有意に低下した。一方平均局所脳血流量が
 有意の低下を示したのは70歳以降であった。
 総頸動脈血流量の加齢による低下率の平均は30歳から49歳までの値を基準とした時,50歳から
 69歳までが0.38%,70歳から89歳までが0.43彪であった。この値は脳充実度の低下率0・09%
 (50～69歳),0.17%(70～89歳)よりも大きかった。またISI値の低下率0、02%(50～69
 歳),0.20彫(70～89歳),そしてFl値の低下率0.10%(50～69歳),0・37%(70～89歳)
 よりも大きかった。ISI値とF1値で示された平均局所脳血流量は高齢群になると低下率が増大
 した。
 一方総頸動脈血流量,ISI値,Fl値それぞれと脳充実度の関係には正の相関がみられた。総
 頸動脈血流量と脳充実度では相関係数は0.332(p〈0.001)であり,Fl値とではα328(p<
 0.001),ISI値とでは0.264(p〈0.001)であった。
 以上の結果より,総頸動脈血流量の加齢変化は脳充実度が有意に低下する50歳代から有意の低
 下を示し,一方局所脳血流量が初めて有意の減少を示したのは70歳以降であって,この低下パタ
 ー ンの違いから脳充実度の低下に関連して局所脳血流量低下よりも総頸動脈血流量低下の方がよ
 り鋭敏に反映している可能性が考えられた。
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 また,総頸動脈血流量に影響を与える因子には脳萎縮など脳組織側の需要低下による部分もあ
 るが,他に心拍出量を低下させたり動脈硬化を促進するような身体の病的諸因子が総頸動脈血流
 量低下を介して脳へ影響を及ぼしている可能性も考えられた。
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 審査結果の要旨
 高齢化社会における加齢に併う脳萎縮が身体的要因である総頸動脈血流量により如何に影響を
 受けているかを明かにした論文である。
 方法として,まず定量的計測の指標の一つとして,X-CTを用いて成人後一生変ることのな
 い頭蓋腔に対する脳実質の体積の割合に100を乗じ脳の充実度(紛を算出している。脳の局所(灰
  ヨ
 白質)の血流量の計測はXe吸入法(Obristの法)を用いて算出し,総頸動脈血流量は超音波に
 よるドップラー法によって求めていて,いずれも現在の手段としてはその定量性が充分信頼出来
 る方法である。
 結果は,脳の充実度は40才台から加齢がすすむにつれて低下し,個体差も漸次増大しているこ
 とを観察している。脳の充実度の平均低下率は30～49才を基準とすると50～69才までが0.09%,
 70～89才が0、17%と加速度的に大きくなることを明かにした。
 一方,加齢による平均脳局所血流量の低下率は小さく,70才以上の高齢者群において漸くはっ
 きりした低下がみられ,脳充実度の低下とは相関がみられないことを報告している。ところが,
 加齢に併う総頸動脈血流量の低下と脳の充実度の低下とは密接な相関を示し,総頸動脈血流量の
 低下が,脳の充実度の低下に重要な役割を演ずることを示している。これは,脳に供給される2/3
 であることが明らかにされている総頸動脈血流量の低下が,脳の充実度を低下させる因子として
 働いていることを,はじめて明かにした研究である。
 この総頸動脈血流量の低下が,直接脳の充実度の低下に,影響を及ぼしているのか,又は,血
 流量の低下が,脳の虚血の発生に影響し,虚血が脳の充実度の低下を来たすといった間接的な影
 響であるかは尚明かではない。
 尚,加齢に伴う平均脳血流量の低下は,一般にゆるやかであり,異常のみいだされない人々に
 ついては,90才附近まで充分な脳血流量が保たれることも明らかにしている。
 以上,この研究は,問題点の設定,方法ともに勝れ,結果は,独創的であり学位授与に価する。
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